
教員紹介 

氏名 渕川 和彦 担当科目 

経済法１ 

経済法２ 

経済法演習 

略  歴 

出身地 広島県生まれ 

出身大学 
2005年 慶応義塾大学法学部卒業 

2014年 慶応義塾大学大学院博士課程修了 

取得学位 博士（法学） 

職 歴 

2013年～2015年   山口大学専任講師 

2015年～2020年   山口大学准教授 

2020年～2023年   大阪市立大学法学部准教授 

2022年～2023年   大阪公立大学大学院法学研究科准教授 

2024年～(現在に至る) 慶応義塾大学法学部准教授 

在外研究歴 
2017年～2018年 

英国ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン(ロンドン大学)留学 

社会貢献等 

2023年～（現在に至る）本州四国連絡高速道路株式会社入札監視委員会委員 

2022年 6月 パネリスト（Purchasing Power and Buyers' Cartels, OECD, 

Best Practice Roundtables on Competition Policy) 

2021年 12月 パネリスト（A Human Rights-Based Approach to Regulating 

Platforms, Internet Governance Forum） 

主要研究業績等 

主 著 等 

主著： 

・「我が国独占禁止法における共同購入規制－違法性判断基準の検討を中

心として－」渕川和彦、金井貴嗣先生古稀祝賀論文集『現代経済法の課題

と理論』155－170頁（弘文堂、2022 年） 

・Droit de la concurrence, Kazuhiko Fuchikawa (Pascale Bloch, Naoki 

Kanayama, Ayano Kanezuka, Isabelle Giraudou (dir)), Droit Japonais 

Des Affaires, Larcier, 87-114（2019年） 

・Comparative analysis of the Japanese Subcontract Act and the 



regulations on unfair trade practices in the EU: Focus on the grocery 

industry, Kazuhiko Fuchikawa, (Fabiana Di Porto, Rupprecht Podszun 

(eds)) Abusive Practices in Competition Law (2018年). 

・「米国反トラスト法におけるハブ・アンド・スポーク型協調行動規制－共

謀と累積的反競争効果の評価の関係性を中心として－」渕川和彦、舟田正

之先生古稀祝賀『経済法の現代的課題』155-174頁(有斐閣、2017 年)。 

・「デザイン保護と独占禁止法」渕川和彦（麻生典、クリストフ・ラーデマ

ッハ編）『デザイン保護法制の現状と課題－法学と創作の視点から』(日本

評論社、2016年)。 

 

主論文： 

・「ブロックチェーン技術の活用と競争法」日本国際経済法学会年報 33 号

206-224 頁（2024 年） 

2.「AI アルゴリズムの活用とその競争法上の規制」日本経済法学会年報 45

号 49-67頁（2024年） 

3.「我が国独占禁止法における市場及び取引段階の異なる事業者が誘引する

協調行動の規制」法学研究 96巻 12号 303-325 （2024年） 

・Regulatlng Digital Platform Markets and Unfair Trade Practices 

under the Japanese Antimonopoly Act, Kazuhiro Fuchikawa, 

Interdisciplinary Journal of Economics and Business Law 10(2) 8-26

（2021 年） 

・ Regulations of Digital Platform Markets under the Japanese 

Antimonopoly Act: Does the Regulation of Unfair Trade Practices Solve 

the Gordlan Knot of Digital Markets?, Kazuhiro Fuchikawa, The 

Antitrust Bulletin 65 102-119（2020年） 

・Brexltによる英国及び EUの競争法への影響－カルテル規則・市場支配的

地位の濫用規制を中心に 伊永大輔,渕川和彦、EU 法研究 8 号 113-129 頁

（2020 年） 

・欧州競争法における取引段階及び市場の異なる事業者が誘引した共同行

為の規制 渕川和彦、慶應法学 42号 319-336頁（2019 年） 

・買手市場支配力規制における違法性判断基準―米国における展開を中心

として 渕川和彦、日本経済法学会年報 35号 99-110頁（2014年） 

・欧米の流通市場における買手市場支配力の競争への影響について－大規

模小売業を中心として 渕川和彦、公正取引 745号 18-24頁（2012年） 

・Comparative Analysls of Competition Laws on Buyer Power On Korea 

and Japan, Choi Yo Sop, Kazuhiko Fuchikawa, World Competition 33 (3) 

499-519（2010年） 

 


